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（2023年6月17日配布予定）

ときがわカンパニー合同会社は、2016年1月に設立されました。
設立目的は「ときがわ町に、人が集まり、仕事が生まれる」状態を創ることです。そのために、
「仕事を自ら創り出せる」ミニ起業家を支援し、彼らが活躍する事で、ときがわ町や近隣地域に、
どんどん新たな仕事が生み出され、人が集まってくるような状態を創れればと考えています。
皆さんのご支援よろしくお願いします。

ときがわカンパニー合同会社がやっていること

発行：ときがわカンパニー合同会社 文責：関根雅泰（せきねまさひろ）
住所：355-0343 埼玉県比企郡ときがわ町五明1083-1 電話・FAX：0493-65-5700 （すみません、外出が多い為、留守電に

メッセージをお残し頂ければ、こちらからお電話します。 ただ、メールの方が連絡が取りやすく、ありがたいです。）

URL： https://tokigawa-company.com/ メール：info@learn-well.com 

ときがわカンパニー（同）代表の関根雅泰（せきねまさひろ）です。
月1～2回の頻度で、この「ときがわカンパニー通信」を発行し、活動の様子を、
皆さんと共有できたらと考えています。どうぞよろしくお願いします。
（右の写真は、ときがわ町役場本庁舎前にある「ときがわ町起業支援施設 ioffice」です。）

はじめに

比企起業大学・比企起業大学大学院 卒業生インタビューvol.１５
比企起業大学２１秋・大学院２２秋 汐中 義樹さん

2017年にスタートした比企起業塾。その後、比企起業大学・大学院へと進化を遂げ、卒業生は51名となりました。このコーナーで
は、卒業生の声とその後の活動内容をお届けします。今回は、比企起業大学21秋期、大学院6期生の汐中義樹さんです。

教員を辞めることを考えていた時、起業
について調べていたんです。その中で、と
きがわ町にときがわカンパニーのオフィス
があることを知りました。実はその時、別の
起業塾を受講していたのですが、理論的
な話ばかりで……。関根さんは、自身も稼
いでいる実績もあり、かつ話し方やファシリ
テーションもとても分かりやすかったので、
入学を決めました。

−自己紹介をお願いします！

５月ゼミの補講動画を見てみませんか？
「売上＝客数×単価×頻度」について

比企起業大学２３春「５月ゼミ」を開講しました。
2023年5月26日（金）18時～20時、比企起業大学23春「5月ゼミ」を開講しました。講師陣、学部生との意見交換の場です。7名の

学部生全員が参加しました。（5月から1名増えて、計7名に）
今回のテーマは、「商品づくり」。課題本を読み、自身の利益モデル（どこでお金を）と価値と対価（モノ・ワザ・コト）を考えていた

だきました。他にも、ゼミ実施前には、レクチャー動画視聴とワークシート入力、提出を毎回してもらいます。このように事前に自己
学習を行った上で、講師や仲間たちとゼミを行うことにより、自身の事業についてより深い気付きと学びが得られるようなカリキュラ
ムとなっています。

−今後は、どのような活動をしていきたいですか？
今は、障害者雇用の中でも「定着の支援」を中心にしていきた

いと考えています。障害者の方がそれぞれの強みを活かしなが
ら、長く勤めてもらうにはどうしたらよいのか？社内で教育や指
導に関わる方々のサポートをしています。

また、将来的には、障害者の採用に関しての支援も視野に入
れています。この分野は、まだまだ先入観があるのが現状。特
別支援学校と企業の繋げ役ともなっていきたいです。

汐中義樹さんについてもっと知りたい方は、
Facebookへ！→

●藤原さん（ときがわ町で半農半X）
・ベイビーステップ「地元の有機栽培や無
農薬栽培をされている農家さんの販売形
態のリサーチをすること」。
・鳩山町の農家ちはるふぁーむさんと根岸
さん、ときがわ町の楽屋・金子さん、ときの
こや２件で聞き取りを行った。
・労働力不足、借りたい土地があまり無い
などが悩みだそう。自分ができることはデ
ザインだけれど、デザイン面の困りごとは
少なそう。

広島市出身の熊谷市在住です。小学
校及び特別支援学校教員を経て、現在
は、企業の障害者雇用に関するコンサル
ティング業を行っています。

小さい頃は、兄弟の中でも泣き虫な上
に、体が弱くて……。ある時、「壁に穴が
開けられるくらい、強くなるんだ！」と、父
親に空手の道場に連れて行かれたんで
す。それで体が強くなったのかは分かりま

−比企起業大学大学院に入ってよかったことは？
比企起業大学大学院時代は、独立したばかりだったのです

が、関根さんには大分絞られましたね（笑）。でも、そこには愛が
あって、「愛のムチ」を振るってくれた感じです。もともと負けず嫌
いの性格もあってか「悔しい！」「絶対乗り越えてやる！」と自分
を奮い立たせてもらいました。できない自分に出会えたこと、そ
して乗り越えられる壁を与えてくれたことに感謝しています。

●高橋さん（コミュニティカフェ運営）
・公務員を1年前に定年退職。
・福祉の専門職。障害者のケアマネー
ジャー。
・出身地の皆野町で、全盲の方と共に「リ
ルの家」という居場所作りをしていきたい。
・「リルの家」で活かせるように、これまで
行ってきた事を商品化できるような具体的
な取り組みを行っていく。
・皆野町は、俳句の町。「街中俳句ギャラ
リー札所巡り編」を販売できる形にする。

●トムさん（ときがわ町でアウトドア体験）
・中島努。屋号「Sherpa」。ゴムカヤックとト
レッキングツアー、弓立山と慈光寺を回る
会社をやっている。
・休日は、カヤックもトレッキングもお客様
に入ってもらえた。 。GWには、慈光寺ツ
アーも実施。ハンモックイベントにも出店。
・ちはるふぁーむ 飯島さんのコラボでのイ
ベントも企画。
・比企郡のパンフにも掲載予定。
・ベイビーステップ「ときがわ町観光スポット
巡りと、近隣の大学にパンフレットを置か
せていただけないか営業する」
・近隣大学に打診。2大学に設置OK。
・とにかく無名なので、いろいろなところに
顔を出し、知ってもらう。

●松本さん（理学療法士）
・寄居町在住。理学療法士の専門職。病
院で働いている。訪問リハビリ。
・ベイビーステップ「比企郡(ときがわ町、
小川町、嵐山町)の医療・福祉・介護の実
態を調査する」
・高齢化率が、40％超と比企郡は高い。
介護が必要な方、福祉のニーズが高ま
る。訪問介護は、ときがわはゼロ。
・顧客を作る。色々な所で顔を出す。名
前を売っていく。紹介で来ることが多い。
ネットワークを作っておいた方が良い。
・既存の枠組みの中でやるが、臨機応
変、無料で相談に乗る。そこを差別化、
強みに。「無料で相談にのる」

●小原さん（絵本屋てくてく）
・ベイビーステップ「出店時に手書きの告
知文を書き、それを元にお客さんと会話
をする」。
・違う場所で出店し、来てもらうというより、
同じ場所でいつ来るかのほうが重要。そ
れが分かった。その場で、次いつ会える
か。
・保育園で読み聞かせをして、20名が
買ってくれた。顧客がいる所に行き、本を
並べることができれば、販売できる。
・（関根）「本は手段。目的は、困りごとの
解決。お母さんたちは、どんな困りごとが
あるのか？」→お母さんは、自分の気持
ちを分かってほしいと思っている。

●光さん（キャリアコンサルタント）
・キャリコンの仕事。求職者や転職相談の
サポート。最近は、副業の相談も。
・ベイビーステップ「名刺を作る」。
・「てまひまカウンセリング」という名刺を作
成。現職では、割り切ってやらざるを得な
いが、個人では、てまひまをかけたカウン
セリングを行っていきたい。
・臨床心理士からキャリコンに方向転換し
た話、失敗の話はお客様に喜ばれる。大
きな武器になる。
・どのような事業にしていくのか、内容を決
めないといけない。

【５月ゼミ課題書籍紹介】
丸山 学『月100万円のキャッシュが残る「10の利益モデル」』

せんが（笑）、今に至るまで空手は続けていますね。一時期
は、全国大会に出場していたこともあります。

高校は、広島にある全寮制高校。早く親元を離れて自立した
いという気持ちが大きかったんです。とても厳しい学校で、規
則を破ったら1時間正座なんてことも。進路は、子ども好きとい
うのと、教員に興味があったということもあり、教育学部を受験
することにしました。千葉大学に入学が決まり、東京での一人
暮らしがスタート。勉強や教職の実習、空手と忙しいながらも
充実した日々を送り、そのまま同じ大学の大学院へ進学しまし
た。

卒業後は、東京の公立小学校教諭となりました。足立区や文
京区で9年間、東京で勤務していたのですが、その間、美容師
の奥さんと出会って結婚。その後、奥さんが、熊谷で独立する
ことになりまして。私も、今度は埼玉県で教員をしようと、採用
試験を再受験しました。それが、今の自分につながるターニン
グポイントとなったんです！

東京で働いていた時のように、小学校に配属されると思って
いたのですが、まさかの特別支援学校へ配属に！今までの経
験や知識が通用しないことも多く、また価値観や生徒対応も全
く異なり、配属当初は正直戸惑いましたね。

教員をしている中で、一貫して大切にしていたことは「笑い」
です。特別支援学校では、知的障害や肢体不自由など様々
な子ども達がいますが、私がアクションをすると、ほっぺが少し
動いたり、呼吸に変化があったりと、それぞれのやり方でちゃ
んと反応してくれるんです。時間がかかる子もいましたが、それ
が何より嬉しかったですね。また、生徒の生と死に向き合う場
面も多くあり、彼らにとって少しでも「学校で思いっきり笑って楽
しく過ごした思い出を残してあげたい」という気持ちが強くあり

ました。教育現場で、「笑い」を大切にすることに賛否両論ありま
したが、退職までその考えが変わることはありませんでした。

そんな中、コロナ禍となり学校生活もガラリと変化。給食も黙食
となり、学校からは笑顔が少なくなりました。そのような学校の状
況に「仕方のない」という雰囲気の教育現場……。徐々に疑問
を持つようになり、独立を検討するようになりました。子どもが好
きという想いは変わらなかったので、今後は学校という場所に捉
われず、障害者支援に携わっていこう！と行動を開始。昨年、
教員を退職し、新しくスタートを切ったところです！

−なぜ比企起業大学に入ろうと思ったのですか？

●志村さん（消防士）
・滑川町在住。都内で消防の仕事。
・銀行勤務→役場→消防士。サッカーの
コーチも。↗

自分の事業に合った“儲かる仕組み”を考え、実践
していくことで利益が生まれ、その結果、自動的に儲
かるようになっていく——『利益モデル』。

自分の事業のヒントになるような具体的な10のモデ
ルを、この本では紹介しています。地域で小さく事業
を起こす方、起こしている方にとって必読の一冊と
なっています。

【5月ゼミワークシート質問内容】

・好きでこれまでに取り組んできたことは？
・人から喜ばれたことは？
・解決できそうなことは？
・喜ばせられる相手は？

・やりたいことは明確ではないが、地元で
何かしたいという想いがある。
・実家の山でタケノコが採れるが、そのタ
ケノコを捨てる状態。フードロスを防ぐた
めにも、乾燥タケノコを作成。
・地元も高齢化が激しく、徐々に山の管
理が難しくなってきた。土地や環境を守る、
雇用を創出するような事業を作りたい。



ときがわカンパニー代表
関根雅泰のLINE@です。

もしよかったら、
友達登録をお願いします。

最後まで読んでくださり、ありがとうございました。
次は第63号で活動を報告します。お楽しみに！ (編集：トキノキオク舎 風間ユカ)

おわりに

◎ときがわ町起業支援施設 iofficeでの「有料起業相談」のお申込みについて
「ときがわカンパニー」のブログに、「代表 関根の大まかなスケジュール」が出ていますので、そちらを確認の上、
「フォーム」からお申し込みください。（1回 約1時間 3,300円。 比企起業大学・大学院 関係者は、1回1,100円）

24時間、365日 いつでもお問合せ可能です。

2022年11月から、風間さん、ずこちさん（比企起業大学大学院6期生）に助言を頂き、「本屋ときがわ町 v.2」構想を考え、2023
年1月から「本屋ときがわ町 Ver.2」として、リニューアルしました！

トキノキオク舎通信vol.12
トキノキオク旅「東松山市岩殿観音編」を開催しました！

「本屋ときがわ町Ver.２」！

【イベント情報】
第５１回「本屋ときがわ町」を開催します！
日時：2023年6月18日（日）10時～15時
場所：起業支援施設ioffice（ときがわ町役場本庁舎前）

毎月第３日曜日は、「本屋ときがわ町」！
・出店者も、募集中！（出店料1日1,100円 比企起業大学関係者1日550円）
・気軽に、本屋のみ見に来て下さることも可能です。
・イベント参加の場合は、別途、参加費が必要になります。

第１、２回「Lea r n i n g  J o u r n e y学火旅（まなびたび）in
比企」を実施しました。

本屋ときがわ町の
詳細はコチラ

こんにちは！比企起業大学大学院3期卒の風間ユカです。トキノキオク舎として、民俗学を通し、比企地域に残
る小さな伝統行事や風習を、楽しく、分かりやすく、伝える活動を展開中！
5月のトキノキオク旅は、東松山市岩殿観音と参道、およびフセギをご案内させて頂きました。この日は5月に

も関わらず、30度を超えるとても暑い日！ご参加ありがとうございました！

（トキノキオク舎 風間ユカ）

2023年5月21日（日）第50回「本屋ときがわ町」を開催しました。第50回記念！ということで、あえてセミナーやワークショップを入
れず、原点回帰の「しるし士本」販売に力を入れました！

第５０回「本屋ときがわ町」を開催しました。

●ちはるふぁーむさんの「ネギベーゼ焼きそば」と「ヴィシソワー
ズ」

鳩山町の農家ちはるふぁーむさんが、自身の作ったネギでネ
ギベーゼの焼きそばとヴィシソワーズを販売してくださいまし
た！麺にしっかりと絡みついたネギベーゼは、「うまい！うま
い！」と思わずガッついてしまうほど。ヴィシソワーズもしっとりと
した味わいで、スルスルと体に沁み込んでいく感じが心地よかっ
たです。子ども達にも大人気のメニューでした。

●「本屋ときがわ町」に来てくれた人をご紹介！
・渡辺町長
・高久さん（玉川温泉の新支店長）
・田中さん（ときがわ町観光協会）
・神山さんとお子さん達（ときがわ町）
・金子さん（農家民宿楽屋）
・高橋さん（比企起業大学23春）
・Sherpaの努さんご夫婦（比企起業大学23春）
・小原さんのご主人（ときがわ町）
・藤原さん（比企起業大学23春）
・ずこちさん（比企起業大学22春、大学院6期）
・根岸さん（比企起業大学22秋）
・ノリコさん（比企起業大学21春）
その他お立ち寄りくださった皆様、ありがとうございました！

トキノキオク舎
Instagram

（@tokinokiokusha)

・さらに「ミニ起業家が集う場」になる！
・毎回、最大6名の「ミニ起業家」が出店。
・出店内容は、本にこだわらず色々（飲食、物販、イベント、ワークショップ等）OK。
・比企起業大学のアラムナイ（卒業生）達のテストマーケティングの場としても活用。
・いずれは「地域でミニ起業したい人（プレ起業家）」たちに、お客さんとして、参加してもらう。
・その人たちには「FBグループ」にも参加してもらい、オンラインでのつながりを保つ。
・いずれは地域でミニ起業したい「プレ起業家」と、既に地域で活動している「先輩ミニ起業家」
が、集える場にしたい。
＝＝＝
詳細は、風間さんが作ってくれた「本屋ときがわ町」ＦＢグループ内で、共有していきます。
Version2を共に作って下さる方々のご参加をお待ちしています！

本屋ときがわ町
Facebookグループ

●出店者紹介
（１）ちはるふぁーむ＠鳩山町
（２）絵本屋てくてく小原さん＠ときがわ町
（３）雑本のFull本屋＆トキノキオク舎 風間夫妻＠坂戸市
（４）本屋ときがわ町 ioffice店

5月に2回の 「Learning Journey学火旅（まなびたび）in比企」を実施しました。「学びの里」比企郡が、これから100年後も「学習
する個人が集まる地域」であり続ける一助になればということで企画しています。

詳しくは、
ときがわカンパニーの

ホームページへ！
https://tokigawa-company.com

岩殿観音は、1,000年以上の歴史を持つ由緒あるお寺です
が、実はその参道や周辺には小さな歴史を感じるカケラが
たくさん残されています。皆さんと楽しくおしゃべりをし
ながら、そのカケラを丁寧に見ていきました。
トキノキオク旅の知識は、持って帰れる知識。参加後は、

日常のお散歩やお出かけが楽しく感じられるようになりま
す！

●関根の「しるし士本」を購入してくださった方々
多くのビジネス書を読む私ですが、自分が気になったところ

や参考になる箇所に、線やメモを記入しながら読書をしていま
す。そんな関根独自の視点「しるし」に価値を感じてくださった
方々が本を買ってくださいました！ありがとうございます！

第1回
・日程：5月4日（木）～5日（金）
・参加者：Kさん（大阪）、Sさん（入間
市）、比企起業大学講師の林さん、関根

【行程】
〜1日目〜
・起業支援施設iofficeで、安岡正篤著
『「人間」としての生き方』読書会議
・玉川温泉、町田屋旅館泊（焚き火を囲
みながら、呑み会議）

〜2日目〜
・町田さんによる「慈光寺レクチャー」
・Sherpaのトムさんによる「慈光寺ツ
アー」
・郷学研修所・安岡正篤記念館 見学

第2回
・日程：5月13日（土）～14日（日）
・参加者：Tさん（東京）、Oさん（東京）、
比企起業大学講師の林さん、関根

【行程】
〜1日目〜
・起業支援施設iofficeで、行動分析アセ
スメントの講座（リエさんとよしきさん（いず
れも比企起業大学大学院卒）も参加）
・玉川温泉、里山グリル、町田屋旅館泊
（焚き火を囲みながら、呑み会議）

〜2日目〜
・町田さんによる「慈光寺レクチャー」
・浅沼さん（比企起業大学22秋）による
「フラワーアレンジメント体験講座」
・郷学研修所・安岡正篤記念館 見学

【プレゼント企画】この「ときがわカンパニー通信」ご持参の方は、本（関根の販
売するしるし士本の文庫or新書）を1冊プレゼント！お気軽にお越しください！


